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錚
々
た
る
画
家
が
画
き
下
ろ
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「
挿さ

し

え画
は
独
立
し
た
作
品
で
あ
る
！
」
を

宣
言
・
実
証
し
た

日
本
の
出
版
美
術
・
挿
絵
文
化
史
上
に

燦
然
た
る
光
彩
を
放
つ
大
金
字
塔
―
―
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！

明治・大正・昭和初頭

多くの人々に読まれた名作文学の名場面を

いま再びの感動をもって堪能する！

第
一
級
洋
画
家
・
日
本
画
家
・
漫
画
家
…

第
一
級
洋
画
家
・
日
本
画
家
・
漫
画
家
…

総
動
員
の
「

総
動
員
の
「
画画かか

きき
下下おお

ろ
し
」

ろ
し
」
挿挿さ

 
し
 
え

さ
 
し
 
え画画

に
よ
る

に
よ
る

《
超
豪
華
・
贅
沢
・
唯
一
無
比
》
名
作
文
学
全
集

《
超
豪
華
・
贅
沢
・
唯
一
無
比
》
名
作
文
学
全
集

第
一
級
洋
画
家
・
日
本
画
家
・
漫
画
家
…

総
動
員
の
「
画か

き
下お

ろ
し
」
挿さ

 
し
 
え画

に
よ
る

《
超
豪
華
・
贅
沢
・
唯
一
無
比
》
名
作
文
学
全
集

こんな贅
ぜ い た く

沢
　二度と実現できない！
こんな贅

ぜ い た く

沢
　二度と実現できない！

学術資料出版

大空社出版
www.ozorasha.co. jp

資料に命いのちを

作品に心こころを

形にして伝える。

（大空社 2014 年 10 月刊）



頁見本
（原寸）

＊「解題〔原作荒筋〕」があ
るので（主要作品）内容理解
がさらに深まります。

＊
こ
こ
に
掲
げ
た
見
本
は
実

際
の
収
録
挿
画
の
一
部
で
す
。

ど
の
作
品
も
原
作
を
味
わ
う

に
十
分
な
数
の
名
場
面
・
カ
ッ

ト
が
展
開
さ
れ
、
ま
さ
に〈
見

て
・
読
め
て
・
楽
し
め
る
〉文

学
全
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■志村立美・画〈林不忘「丹下左膳」〉より

＊
迫
力
の
見
開
き
画
も

　

多
数
収
録
。

 　

画
家
の
力
量
を
満
喫
で
き
る
。
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第
一
級
画
家
総
動
員
の
「
画か

き
下お

ろ
し
」挿さ

し

え画

■鏑木清方・画
〈樋口一葉「にごりえ」〉より

■
岩
田
専
太
郎
・
画

　〈
菊
池
寛「
明
眸
禍
」〉
よ
り

時
代
の
感
性
が
甦
る
！

「
こ
の
全
集
の
た
め
に
」
画
き
下
ろ
し
た
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
作
品
ば
か
り

単
純
に
新
聞
・
雑
誌
に
既
に
掲
載
済
の
挿
絵
を
集
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

収録作品の詳細は次ページの収録作品の詳細は次ページの「収録画家・作品」「収録画家・作品」をご覧ください。をご覧ください。

構
図
・
筆
づ
か
い
・
タ
ッ
チ
・
陰
影
・
場

面
選
択
…
ど
の
絵
も
画
家
が
渾
身
の
力

を
こ
め
て
描
い
た
個
性
あ
る
傑
作
で
す
。

明治・大正・昭和初期に親しまれた大衆文芸が一堂に会す！

　〈
挿
絵
〉
は
英
語
で
は
〈
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
〉
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
、
前
者
は
文
学
的
な

作
品
に
〈
挿
し
は
さ
ま
れ
た
絵
〉、
後
者
は
文
学
作
品
の
内
容
を
〈
照
明
す
る
も
の
〉
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
日
本
の
平
安
時
代
よ
り
作
ら
れ
た
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
を
は
じ

め
と
す
る
絵
巻
物
や
、
フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
文
学
に
お
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
小
説
『
レ
・

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
見
る
な
ら
、
文
学
作
品
と
挿
絵
と
は
、〈
主
従
〉

で
は
な
く
て
〈
等
価
〉
の
関
係
に
あ
る
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
近
代
を

経
過
し
て
二
十
一
世
紀
に
入
っ
た
今
日
で
は
、
絵
本
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
芸
術
の
突
出
な
い
し
確

立
も
あ
っ
て
、
挿
絵
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
文
学
従
属
の
文
化
と
見
る
観
方
は
後
退
し
た
。

挿
絵
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今
日
、
文
学
と
対
等
の
も
の
と
確
信
さ
れ
る
よ
う
に
成
っ
て

来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
挿
絵
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
認
識
と
作
品
的
な
穫と
り

入い

れ
は
、

ほ
と
ん
ど
為
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。『
古
事
記
』『
万
葉
集
』に
は
じ
ま
る
日
本
文
学
作
品
の
集
積
は
、

明
治
期
こ
の
か
た
幾
度
も
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
〈
文
学
〉
作
品
に
随
伴
し

て
い
た
〈
挿
絵
美
術
〉
の
穫
入
れ
に
は
、
何
故
か
全
く
心
が
及
ぼ
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
状
況
の
な
か
で
、
初
め
て〈
挿
絵
美
術
〉に
心
を
掛
け
た
の
が
、
平
凡
社
版
『
名
作
挿
画

全
集
』（
一
九
三
五=

昭
和
10
～
三
六=

11
年
）
で
あ
っ
た
。
明
治
期
よ
り
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
挿

絵
画
家
の
代
表
的
な
作
品
を
集
め
て
お
り
、
近
代
日
本
に
お
け
る
〈
挿
絵
美
術
〉
の
歴
史
は
、
こ

の
全
集
を
措
い
て
見
か
つ
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
特
記
す
べ
き
は
、
附
録
「
さ
し
ゑ
」
十
二
冊
。
明
治
期
こ
の
か
た
の
挿
絵
画
家
た
ち
が
、
随
筆
・

随
想
の
う
ち
に
、
み
ず
か
ら
の
生
い
立
ち
・
絵
の
学
び
・
師
匠
の
思
い
出
・
作
画
の
思
想
や
態
度
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
な
ど
を
語
っ
て
お
り
、
挿
絵
画
家
研
究
・
挿
絵
史
研
究
に
関
し
て
の

文
献
的
な
宝
庫
と
言
っ
て
あ
や
ま
た
な
い
。

　
複
刻
『
名
作
挿
画
全
集
』
が
、
日
本
の
美
術
史
、
取
り
分
け
挿
絵
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
人
に
、

ま
た
文
学
研
究
者
の
眼
に
も
止
ま
っ
て
役
立
つ
こ
と
を
、
さ
ら
に
研
究
の
た
め
で
は
な
く
、
諸
家

の
挿
画
そ
の
も
の
を
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

初
の
挿
絵
美
術
の
穫と

り
 
い入

れ
―
―
重
要
な
資
料
的
価
値

上か
み 

笙し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
児
童
文
化
・
生
活
史
、挿
絵
研
究
）

『名作挿画全集』（Ⅰ～Ⅵ・別巻 1）は、

『名作挿画全集』全 12 巻、附録「さ

しゑ」全 12 号（平凡社、1935・昭

和 10 年～ 1936 年）を複刻したも

のです。原本の 2 巻ずつを合本し

Ⅰ～Ⅵの構成とし、別巻に附録「さ

しゑ」、解説・目次・索引を収録し

ました。

附録「さしゑ」12 冊
なかなか揃わない全冊を
複刻（別巻に収録。モノク
ロ 1 色印刷）。挿画美術・
印刷・出版史の貴重資料
であり、挿画作品の公募・
投稿・発表の場には後の
著名作家の名が連なる。 貴重



荒井寛方 ▷ 大仏次郎「大楠公」
新井芳宗 ▷〈明治大正名作挿画集〉；〔挿画の思ひ出話〕
井川洗厓 ▷ 本田美禅「お洒落狂女」；〔師匠の飼猫を殺

して破門された稲野年恒〕〔思ひ出すまゝに〕
池部鈞 ▷ 久米正雄「地蔵教由来」；〔制限内で描く挿絵〕
伊勢良夫 ▷ 片岡鉄兵「流れある景色」
一木弴 ▷ 戸川貞雄「愛の航空路」
伊藤幾久造 ▷ 戦争画譜；高垣眸「快傑黒頭巾」；〔私の

挿画　別久米正雄「地蔵教由来」
伊東顕 ▷ 加藤武雄「珊瑚の鞭」
稲野年恒 ▷〈明治大正名作挿画集〉
岩田専太郎 ▷ 菊池寛「明眸禍」；子母沢寛「菩薩の花」；

三上於菟吉 ▷ 「雪之丞変化」；〔挿画の目的につい
て〕〔流動美を中心に（挿絵画家打明け話）〕

近江砂人 ▷ 古川柳；〔川柳芸術の前進譜〕
太田三郎 ▷ 矢田挿雲「太閤記」；〔挿絵雑話〕
大橋月皎 ▷ 長田幹彦「島の娘」
岡本一平 ▷ 刀を抜いて；〔漫画の挿画に就て〕
小田富弥 ▷ 子母沢寛「弥太郎笠」；古川柳（近江砂人）；

〔猫の欠伸〕
梶田半古 ▷〈明治大正名作集〉
加藤まさを ▷ 抒情詩；小説 消えゆく虹；〔挿画漫論〕〔万

人が一生涯縁のある挿画芸術〕
椛島勝一 ▷ 海の画譜；福永恭助「翼の誓ひ」；谷譲次「新

巌窟王」
鏑木清方 ▷ 樋口一葉「にごりえ」；〔月岡芳年先生を憶

ふ〕〔年方先生の面影〕
鴨下晁湖 ▷ 長谷川伸「沓掛時次郎」；〔現代画大家展覧

会を見て〕
苅谷深隍 ▷ 佐々木味津三「右門捕物帖」；〔挿画・作家・

読者〕
川上四郎 ▷ 小川未明 童話；童謡其他
川端龍子 ▷〈明治大正名作挿画集〉白井喬二「冨士に

立つ影」

木村荘八 ▷ 樋口一葉「たけくらべ」；〔誤まられては迷
惑な挿絵画稿と素描〕〔作品の空気が大切（挿絵画
家打明け話）〕

小池巌 ▷ 北村小松「初化粧」；〔近代女性と理智美（挿
絵画家打明け話）〕

河野通勢 ▷ 田中貢太郎「旋風時代」；〔挿絵を語る〕〔時
代考証と雰囲気（挿絵画家打明け話）〕

小杉放庵 ▷〈明治大正名作挿画集〉「絵本西遊記」「絵
本水滸伝」

小林秀恒 ▷ 菊池寛「貞操問答」；小島政二郎「薔薇な
らば」；牧逸馬 ▷ 「双心臓」「時代物三篇」；〔僕の
机の上〕〔主人公は美男美女（挿絵画家打明け話）〕

小堀鞆音 ▷〈明治大正名作集〉
小村雪岱 ▷ 邦枝完二「お伝地獄」
近藤紫雲 ▷ 八百屋お七；〔木版について〕
斎藤五百枝 ▷ 直木三十五「由比根元大殺記」；自然と人；

〔挿絵漫語〕〔挿絵とその著作権―著作権審議会と
挿画家の主張〕〔困難な時代考証（挿絵画家打明け
話）〕

佐野繁次郎 ▷ 横光利一「寝園」；〔雑感〕
清水三重三 ▷ 　抒情小唄八篇；谷崎潤一郎「お艶殺し」；

情小唄
志村立美 ▷ 　林不忘「丹下左膳」；菊池寛「新道」；小

島政二郎「人妻椿」；〔さしゑ打明け話〕
神保朋世 ▷ 　邦枝完二「振袖役者」；〔国貞張りに描い

て見た「振袖役者」〕
鈴木華邨 ▷〈明治大正名作集〉
鈴木御水 ▷ 南洋一郎「廃都の白女王」
鈴木朱雀 ▷ 野村胡堂「三万両五十三次」；菊池寛「日

本合戦譚」；〔ちぎれ話二三〕〔挿画の変遷―江戸時
代より明治に至る挿絵家とその傾向〕

須藤しげる（重） ▷ 抒情画譜；吉屋信子「花物語」；〔そ
うかも知れない〕〔抒情画の描き方〕

高畠華宵 ▷ 長田幹彦「祇園夜話」「嘆きの夜曲」

全６巻・別巻１名作挿画全集 収録画家・作品
・画家名五十音順
・〈明治大正名作（挿画）集〉は代表的
　画家の作品で時代を振返るもの

・〔 〕は附録「さしゑ」収録の文
（一部）

（収録挿画より）
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世
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を
満
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（次頁へつづく）



武内桂舟 ▷〈明治大正名作挿画集〉〔桂舟思ひ出話〕
竹中英太郎 ▷ 　江戸川乱歩「陰獣」；〔「陰獣」因縁話〕
竹久虹之助 ▷ 〔父夢二に就いて〕
竹久夢二 ▷ 竹久夢二挿画
田代光 ▷ 林芙美子「愛情」；〔僕と挿画〕
橘小夢 ▷ 十一谷義三郎「唐人お吉」；〔「唐人お吉」挿

画後記〕
立野道正 ▷ 水谷まさる「涙の拍手」
田中比左良 ▷ 中野実「女軍突撃隊」；近世娘十態；〔僕

の通俗弁―重に後進画学青年の為に〕〔ダンスホー
ルにて〕

田中良 ▷ 菊池寛「第二の接吻」；〔挿画の仕事〕
谷洗馬 ▷〈明治大正名作挿画集〉
月岡芳年 ▷ 〈明治大正名作挿画集〉
寺本忠雄 ▷ 菊池寛「妖麗」；〔挿画の持つ社会的意義〕
堂本印象 ▷ 里見弴「道草」；村松梢風「巷説時雨双紙」；

三上於菟吉 ▷ 「毒婦一国図」；土師清二「恋施餓鬼」
富岡永洗 ▷〈明治大正名作集〉
富田千秋 ▷ 菊池寛「良人ある人々」；〔百科事典にあら

ず〕
富永謙太郎 ▷ 菊池寛「父帰る」；海音寺潮五郎「青空

街道」；久米正雄「龍涎香」；〔内あけ話〕
中川一政 ▷ 尾崎士郎「人生劇場」；〔挿絵について〕〔カッ

ト〕
中村岳陵 ▷ 三上於菟吉「妖艶飛鳥剣」「春宵狐若衆」；〔挿

画制作の妙諦〕〔挿絵と時代考証〕〔挿絵画家たら
んとする者へ〕

中村研一 ▷ 岡田三郎「春の行列」；〔私の挿画〕
名取春仙 ▷ 長谷川伸「雪の渡り鳥」；〔私の純文芸挿画

時代回顧〕
林唯一 ▷ 久米正雄「月よりの使者」；牧逸馬「地上の

星座」；〔挿絵画家志望者へ〕

鰭崎英朋 ▷〈明治大正名作挿画集〉〔明治大正挿絵の追
憶〕

蕗谷虹児 ▷ 抒情画譜；〔抒情画について〕
福岡青嵐 ▷ 直木三十五「合戦」；〔挿画略歴〕
布施長春 ▷ 湊邦三「天保小唄峠」
細木原青起 ▷ 夏目漱石「坊つちやん」；蕪村俳句；〔想

ふまゝを〕〔俳画とさしゑ〕
松野一夫 ▷ 新東京五景；小栗虫太郎「黒死館殺人事件」
右田年英 ▷〈明治大正名作挿画集〉
水島爾保布 ▷ 労山道士「聊斎志異」；〔画師と彫師〕
水野年方 ▷〈明治大正名作挿画集〉
嶺田弘 ▷ 広津和郎「女給」；中村武羅夫「白蛾の舞」
宮川曼魚 ▷ 〔春仙礼讃記〕
宮本三郎 ▷ 三角寛「丹沢山悲炎記」；菊池寛「三家庭」；

〔山窩をたづねて〕
村上松次郎 ▷ 平田晋策「南海の軽騎兵」
梁川剛一 ▷ 広津和郎「青麦」
矢野橋村 ▷ 長谷川伸「紅蝙蝠」
山川秀峰 ▷ 瀬戸英一「二筋道」
山口将吉郎 ▷ 吉川英治「胡蝶陣」「月笛日笛」
山口草平 ▷ 行友李風「月形半平太」；〔挿画について〕
山村耕花 ▷ 大仏次郎「大久保彦左衛門」；〔共通を避け

る苦心（挿絵画家打明け話）〕
山六郎 ▷ 短歌；浜本浩「十二階下の少年達」；〔本の装

釘とカット〕〔さしゑ問答〕
吉田貫三郎 ▷ 片岡鉄兵「花嫁学校」；〔最近の僕〕
吉邨二郎 ▷ 林芙美子「白鳥」；抒情挿画
渡辺郁子 ▷ 加藤まさを「抒情詩」
渡部審也 ▷ 〔挿画小言〕
渡辺省亭 ▷〈明治大正名作挿画集〉

〔（座談）近代女性美を語る：岩田専太郎・小田富弥・
加藤まさを・斎藤五百枝・林唯一・細木原青起・山六郎〕

（収録挿画より）

画・文 二重奏の興趣、ここに極まる！
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